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平成２５年１月９日 第２４号

利根･沼田の教育
学校教育係 国語科における「単元を貫く言語活動」を通した指導事項の指導

国語科では、子どもたちが基礎的・基本的な知識・技能を活用して課題を探究できる力を身に付けられるよう

に、「単元を貫く言語活動」を位置付けることが大切です。管内でもこうした取組が進められていますが、「読むこ

と」の指導において、言語活動を通して指導事項を指導するのが難しいという声が聞かれます。そこで今回は、

その課題を解決するために２つのポイントを示します。

〈課題解決に向けた授業づくり〉

小学校５年 椋鳩十「大造じいさんとガン」（学校図書）

指導事項エ「登場人物の相互関係や心情、場面についての描写をとらえ、優れた叙述について自分の考えを

まとめること。」

さらに、単元の指導過程を充実したり、子どもたちが学習のめあてを明確にもてるようにしたりするなど工夫す

ることにより、「単元を貫く言語活動」の充実を図ることができます。

課題 「読むこと｣の指導において､言語活動を通してどのように指導事項を指導するのか。

ポイント① 指導事項に応じて言語活動の選択をしましょう。

ポイント② 指導事項に応じて言語活動を具体化しましょう。

「本の帯に推薦文を書かせる」か「朗読劇を

させる」か、どちらの言語活動にしようか迷っ

ています。朗読劇の方がいきいきと取り組めそ

うなのですが……。

指導事項エには、「優れた叙述につ

いて自分の考えをまとめること」とあ

りますが、朗読劇を通して、このこと

を指導できそうですか。

（国語主任）

（授業者）

朗読劇だと、優れた叙述について自分の考えをまとめることが難しいかもしれ

ません。本の帯に推薦文を書かせる方が指導事項に確実に結び付きそうです。

児童は、「推薦文を書く」

と聞くと、ストーリーの面白

さだけを推薦してしまうので

はないかと心配です。

推薦したいところを探す際に、例えば「登場人物の関係や

心情がよくわかる描写」「場面の様子がよくわかる描写」の

ように指導事項エに結び付く観点を示してはどうですか。推

薦する理由もこの観点から書かせればよいですね。

なるほど、指導事項エに応じて観点を示し、どの部分をなぜ推薦するのか考えさせること

で、指導のねらいに合った推薦文を書くことができそうですね。

椋鳩十の他の作品を並行

読書させて、単元の最後に

同じ観点で推薦文を書かせ

たいと思います。

それならば、児童が単元を通して何を学習するのか、めあ

てを明確にもって、主体的に学習できるように、「椋鳩十の

作品を、登場人物の関係や心情、場面の様子がよくわかる描

写を探しながら読み、本の帯で推薦しよう」という課題を、

単元の導入で示してはどうでしょう。

言語活動を通した指導においては、単元の目標を達成するために、指導事項を意識した単元構想

とそれに基づいた毎時間の授業づくりが大切です。

「単元を貫く言語活動」の更なる充実のために
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生涯学習係 学校支援センターの機能を充実させるために

利根教育事務所では、学校支援センターの機能を充実させるためのポイントとして、

① 教育効果を高める活動 ② 持続可能なしくみ ③ 地域の教育力の高まり の３つを挙げています。

１０月５日（金）、みなかみ町カルチャーセンターにおいて、「地域と学校のパートナーシップ推進フォーラム」

が開催されました。講演（講師：東京学芸大学教授 松田恵示先生）と事例発表が行われました。その中から、

学校支援センターの機能の充実に向けて参考となる内容を紹介します。

池田中学校の例

多那小学校の例

松田先生の講演から

教育効果を高める活動づくり

【ＰＴＡを活用したしくみの工夫】

☆ＰＴＡ副会長が、学校支援センターのコーディネーターになる。

☆ＰＴＡ本部役員及びＰＴＡ健全班による地域連携委員会において人材バンクを更新する。

☆年度末ＰＴＡ総会で、学校支援センターの実績報告と次年度の計画を配付する。

【効果】

○ボランティアの方は、ＰＴＡ副会長からの依頼であり、快く引き受けていただけるとともに、長く支援が継続される。

○地域をよく知るＰＴＡ役員、地区委員に依頼することで、学校の求める人材が発掘され、蓄積されていく。

○学校がコーディネーターを人選する必要がなく、いつもコーディネーターからボランティアをお願いする地

域の方に、教育方針や学校の事情等をより具体的に説明していただけ、効果的な支援が継続される。

○学社連携推進担当教諭が交替しても活動が継続する。また、新しく赴任した先生方も学校支援センターの

しくみや内容を理解できる。

【公民館と連携した活動の工夫】

☆学校の担当者と公民館職員で事前の打合せを行い、学校は地域と交流する際のねらいを明確にし、活動している。

◇ふれあいマス釣り大会 （身障者とのマス釣り大会）

（ねらい） 今までの福祉学習で身に付けたことを生かしながら、地域の身障者の方と心の交流を深める。

（活 動） 生徒は身障者の方の釣りの手伝いをしたり、地域の各団体の人と一緒にバーベキューの準備をし

たりする。

◇池田地区共有林下草刈り

(ねらい） 地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛する気持ちを深める。

（活 動） 池田地区財産管理会、公民館職員、ＰＴＡ役員等とともに、地域が所有する共有林の下草刈りを行う。

◇健民運動会 （地区・中学校合同運動会）

(ねらい） 地域の方と交流を深めながら運動会を支えることで、郷土の一員としての自覚と連帯意識を高める。

（活 動） 中学生の参加種目は少ないが、生徒は競技係員として地域の方と一緒に活動する。

【効果】

○学校と地域の諸団体を公民館がつなぐことで、多くの人の支援が得られ、ねらいが達成されている。

○道徳的実践の場として、郷土を愛する心、地域の一員としての自覚、思いやりなどが着実にはぐくまれている。

○地域の方からの感謝やねぎらいの言葉により、生徒の自尊感情や諸活動に対する意欲を高めている。

地域の住民や諸団体の活動と学校の教育活動をマッチングできる公民

館と連携し、生徒を地域に送り出すことで、教育効果を高めています。

持続可能なしくみづくり 地域と学校の両方を知るＰＴＡの活動の一部として学校支援センター

の組織･活動を位置付けることで、持続可能なしくみにしています。

地域の教育力の高まり

今の子どもたちは、遊び、学び、伝統文化にふれるなどの体験が貧困である。地域の大人はそのような子ど

もたちの体験不足を補える存在である。地域を知っていることで、子どもたちを地域に導き出し、地域の自然や

文化にふれる体験をさせることができる。また、子どもと適度な距離があるため、子どもは評価や他との比較をさ

れずに活動できる。さらに、子どもは自分の思いや願いを伝えるために言葉を使う必要があり、コミュニケーショ

ン能力や人間関係を構築する力の向上にもつながる。

学校支援は、子どもと地域の大人が出会える場、大人が学習や経験を

生かす場、人とつながる場となるので、地域の教育力が高まります。


